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 要  旨 
近年、更なるテレビ用 LCD の低消費電力化が求められている。そこで、画像に応じてバックラ
イト輝度を制御するアダプティブディミング方式(AD 方式)が提案されている。これまで実験およ
びシミュレーションにより AD 方式の効果が示されてきたが、そのバックライト調光係数決定方
法は複雑で、計算時間が長いという問題があった。そこで本研究では、AD 方式の特徴である高
い画像再現性や消費電力低減効果を維持しつつ、調光係数決定方法を簡略化する新計算方法の考
案を目的とした。 
第 1 章では、背景や研究の目的および一般的な LCD やアダプティブディミング方式の原理、駆
動法などについて述べた。 
第 2 章では、提案する新調光係数決定方法について述べた。ステップ 1 では、各ブロックに対
応する画像領域内の最大階調レベルを検出し、信号等分割法により決定された調光係数と最大階
調レベルの関係から、大まかな調光係数を設定する。ただし、一般的な発光分布は、ブロックの
中心から離れるにつれ輝度が低下するため、ステップ 1 のみの調光係数では輝度不足が生じてし
まう。そこで 2 ステップ目により、この輝度不足を解消する。ステップ 2 では、隣接ブロックの
調光係数を補正して発光の不足分を補う。このために発光分布が影響する範囲を考慮して画像を
より細かなサブブロックに分割し、それぞれのサブブロックの最大階調レベルと位置に応じて補
正を行うブロックと調光係数を決定する。なおこの操作は、サブブロックにおける最大階調レベ
ルが、ステップ 1 で決めたそのブロックの調光係数で表示可能な最大階調レベルより大きい場合
のみ行う。この操作は、必要なブロックのみ調光係数を増加するため、消費電力の無駄な増加を
防ぐことができる。 
第 3 章では、新方法の効果検証のためのシミュレーション条件および方法、そして結果につい
て述べた。ックライトユニットを調光ブロックが 8×6, 調光段階数が 5 と想定し、コンピュータシ
ミュレーションを行った。その結果、従来方法に比べ消費電力は最大で 7.5%増加したが、従来と
同等の消費電力低減効果を得られることがわかった。クリッピング率は 0.04%以下、出力画像と
入力画像の輝度差は 0.45%以下となり、従来同等の画像再現性であることがわかった。また、提
案方法の演算時間は従来方法の 1/600 であり新方式の計算の簡略化が確認できた。 
第 4 章では、本研究の結論を述べた。 
第 5 章では、本研究をさらに発展させるための今後の課題について述べた。 
